
日本語作文コンクール総合案内へ

 

一編の作文が人生を変える！
★最優秀賞・日本大使賞受賞者1名を日本に一週間ご招待

★三等賞以上の上位受賞作品は書籍として公式に刊行

★「園丁賞」を団体応募50本以上の学校に授与、受賞作品集に校名掲載、副賞贈呈

★三等賞以上の指導教師に「優秀指導教師賞」を授与、作品集に教師名掲載、副賞贈呈

★日本語教師が書いた「私の作文指導法」体験談を作品集（HP）に掲載

★受賞者および指導教師を表彰式に招待
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一、SNS時代の日中交流
二、私の創作四字熟語――日中両国をつなぐ日本語の魅力
三、先生から学んだこと――言葉と心の交流を通して

※テーマに関する趣旨説明

■応募資格 日本語学習中の中国人学生（中国国内の全学段＋日本留学中の学生は二年生以下）

 

■受付期間 2026年5月8日～5月31日

締切は５月31日(必着)　 中国時間午後11時59分まで

■体裁 字数：本文＝横書き、1500～1600字（厳守、タイトルとスペースを

含めない）

形式：Word、A4サイズ１枚以内（下記のフォーマット参照）　
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■応募方法 下記のメールアドレスまで、

①応募票（ダウンロードはここ）　
②作文（フォーマットはここ）　

を添付ファイルでお送り下さい。※圧縮ファイルは開けない・文字化けの場合が多く、使用しないよう

にお願いします。

団体の例： 第22回応募（○○大学○○本） 送り先→group@duan.jp　

個人の例： 第22回応募（応募者氏名）　送り先→one@duan.jp

※応募票と作文に関する詳細の規定はここです。

■審査方法 一次審査

一次審査員がすべての応募作品を査読・審査し、採点を行います。

二次審査

一次審査で高評価を得た上位作品を対象に、二次審査員が改めて査読・審査し、採点を行います。

三次審査（口述審査）

二次審査で合計得点の高かった学生に対し、WeChat（微信）を用いた口述審査を実施します。

最終審査

一等賞以上の候補者（計6名）の作品を在中国日本国大使館に送付し、日本国大使が「日本大使賞」

を決定します。あわせて、最終審査会議にてすべての賞（日本大使賞・一等賞・二等賞・三等賞など）

を正式に決定します。

■賞 最優秀賞・日本大使賞　 １人(賞状＋日本に一週間ご招待など副賞)

一等賞　５人(賞状＋副賞)

二等賞　１５人(賞状＋副賞)

三等賞　４０人(賞状＋副賞)

佳作賞　１００人(賞状＋副賞）

※各副賞の詳細について、表彰式が確定次第、改めてご案内いたしま

す。※優秀指導教師賞・佳作賞の電子版賞状の申請受付期間（2026

年表彰式終了一週間後～12月12日。受賞者の受付番号＋氏名＋学校名

を明記の上、事務局宛てにメールで申請）。詳細

→http://duan.jp/jp/ka.htm

■団体応募園丁賞 学生の日本語能力向上に多大なご貢献をされた功績を讃え、団体応募数が50本以上の学校に対
し、「園丁賞」を授与いたします。

該当校には、賞状および記念書籍を贈呈いたします。

※園丁賞記念書籍のお申込み締切は、2026年6月30日です。
※送付方法につきましては、受賞校宛に別途ご案内いたします。

■優秀指導教師賞 指導教師表彰について

日本語教師の皆さまの日ごろのご尽力とその成果を讃え、三等賞以上の受賞者を育てた教師個人

に対して、賞状および記念書籍を贈呈いたします（※表彰式へのご参加が条件となります）。

「私の日本語作文指導法」

中国で日本語教育に携わっている教師の皆さまを対象に、「私の日本語作文指導法」（2000〜

3000字）のご寄稿を募集いたします。

※「中国人の日本語作文コンクール」の指導教師以外の方もご応募いただけます。
ご応募いただいた原稿は審査のうえ、その年の受賞作品集に収録するか、作文コンクール公式ホー

ムページに掲載いたします。

形式： Wordファイル
締切： 2026年9月6日（日）必着

■表彰式・懇親会 日本僑報社 在中国日本国大使館 共催。
2026年11月中に、北京の日本国大使館にて開催予定。

佳作賞以上の入賞者および指導教師全員を表彰式に招待いたします。

懇親会には入賞者全員及び指導教師を無料で招待いたします

■結果発表 入賞者および指導教師にメールでお知らせすると共に、日本僑報社ホームページ、微博、微信公衆

号・中日橋段、メールマガジン「日語作文大賽月報」、「日本僑報電子週刊」などSNSにて発表しま
す。

また同時に、日中両国のマスコミにも発信します。

■特集の頁 第 １ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ２ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ３ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ４ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ５ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ６ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ７ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ８ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第 ９ 回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１0回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１1回 中国人の日本語作文コンクール特集
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第１2回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１3回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１4回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１5回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１6回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１7回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１8回 中国人の日本語作文コンクール特集

第１9回 中国人の日本語作文コンクール特集

第20回 中国人の日本語作文コンクール特集

第21回 中国人の日本語作文コンクール特集

■注意事項 １，応募作品は返却いたしません。また、受賞作品の著作権は日本僑

報社および日中交流研究所に帰属することを、あらかじめご了承くだ

さい。

２，募集要項（文字数、応募期間、送付方法など）を遵守いただけな

かった作品は、審査対象外となる場合があります。

３，応募作品は、応募者本人による未発表のオリジナル作品に限りま

す。AIによる自動生成された作文の応募を固く禁止します。 国内外を

問わず、他のコンクールや媒体等への重複応募・重複投稿も一切認め

られません。

４，応募作品に、他の文献・論文・インターネット等からの盗用・剽

窃が認められた場合、当該作品は失格となります。主催者が不正行為

と判断した時点で、応募を無効といたします。

５，受賞発表後または過去の受賞作品において、盗用・剽窃が発覚し

た場合も、主催者は不正行為と見なし、当該作品の受賞を取り消しま

す。

6，校正ゲラをSNS等へ発信する行為は禁止されています。

■主催 日本僑報社・日中交流研究所 （所長：段躍中)

■協賛
(株)パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス

公益財団法人 東芝国際交流財団  

■メディアパートナー 朝日新聞社  

■後援 在中国日本国大使館（後援名義許可番号2026002）

（公社）日本中国友好協会、日本国際貿易促進協会、（一財）日本中国文化交流協会、日中友好議員連盟、
（一財）日中経済協会、（一社）日中協会、中友会

■協力 致遠教育塾、（公財）日中国際教育交流協会、中友服（北京）教育科技集団

 

※第二回受賞作品集は朝日新聞書評委員より高い評価を受け、「今年の３点」に入選

日本大使賞受賞者の訪日特集はこちら

 

 

 

コンクール年間予定表

１月-4月： 募集要項発表・広報期間

５月31日： 受付締切 ※ 6月9日までに事務局から「受付済み」の確認メールが届いていない場合、メール未着の可能性があります。恐れ

入りますが、再送のうえ、その旨をお知らせいただきますようお願いいたします。

６月下旬： 園丁賞発表（副賞の記念書籍のお申し込みは６月30日まで）

８月下旬： 一次審査合格者を発表

９月中旬： ①-二次審査合格者を発表　②-口述試験実施　③-入賞予定作文ゲラ校正のお願い

10月下旬： 最優秀賞・日本大使賞を含む各賞を決定・発表

11月中旬： 表彰式・日本語スピーチ大会開催

2026/4/3 10:57 第22回中国人の日本語作文コンクール募集要項

duan.jp/jp/vol_22/2026.htm 4/5

http://duan.jp/jp/all_tokushu/vol12/vol-12.html
http://duan.jp/jp/all_tokushu/vol13/vol-13.html
http://duan.jp/jp/all_tokushu/vol14/vol-14.html
http://duan.jp/jp/all_tokushu/vol15/vol-15.html
http://duan.jp/jp/vol_16/index.html
http://duan.jp/jp/vol_17/index.html
http://duan.jp/jp/vol_18/index.html
http://duan.jp/jp/vol_19/index.html
http://duan.jp/jp/vol_20/index.html
http://duan.jp/jp/vol_21/index.html
http://duan.jp/press/jp/a20061224.htm
http://duan.jp/jp/hounichi/index.html


12月12日： 佳作賞の電子版賞状の申請受付終了

12月22日： 第22回コンクール事務局終了

 

日本語作文コンクール総合案内
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